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【学校教育目標】

時代の変化にしなやかに対応できる力と豊かな心を持ち，たくましく未来を開く生徒の育成

「少年の主張太白区大会」を終えて
毎年，会場を持ち回りで実施している「少年の主張太白区大会」を，今年は郡山中

学校を会場に実施しました。昨年の大会は，聴衆なしのオンラインによる大会だった

そうですが，自分の思いを相手に伝えるには，また，思いをきちんと聞き取るには，

やはり「面と向かって」だと思い，今回は，２年生が聴衆として参加することにしま

した。当日は太白区内の中学校の代表１３名が本校に集まり（本校代表は３年生 I.N
さん），熱のこもった発表をしてくれました。原稿を自分のものとし，聴衆に伝わる

よう工夫を凝らしながらの発表は，さすが学校代表！という感じでした。２年生にと

っては，大変貴重な経験になったことと思います。

「コミュニケーション能力」

この必要性が叫ばれるようになってどれくらいが経つでしょうか。今や進学するに

しても就職するにしても，この能力が問われるようになりました。確かに社会人とし

て生活していく上で，コミュニケーション能力はあるに越したことはありません。し

かし，私が学生の頃や就職した頃，「コミュニケーション能力」が問われることはあ

りませんでした。というか，そういう言葉自体，耳にしたことがありませんでした。

自分の子どものことを考えると，今全員成人して社会人になっていますが，中学生の

頃（１０年くらい前）にはスマホを持っていませんでした。スマホデビューは高校進

学後。今や中学生でもスマホを所持する時代です。コミュニケーションツールが増え

たのです。

では，電話のなかった時代のことを想像してみましょう。当時のコミュニケーショ

ンツールは手紙だけだったと思います。伝えたいことがあって手紙を書いても，その

ような時代ですから，その手紙が相手に届くまで何日もかかったかも知れません。「遠

く離れている人とすぐ話ができたら良いのに…。」と思った人もいたかも知れません

が，多くの人はそんなことすら考えなかったと思われます。なぜなら，遠く離れてい

る人と声を聞きながら直接話すなんて想像もつかなかったからです。そして，電話が

発明され一般家庭に普及。当然「家電」ですから，自由に使うことはなかなか難しい。
いえでん

友達の家にかけても，誰が出るかわかりません。だから緊張感を持って電話していま

した。私自身，そこで電話のかけ方（言葉遣い）を学んだような気がします。女の子

にかける場合は，「○○時にかけるから，必ず君が出てね。」と確認してから電話した

りしていました。電話は茶の間（リビング）に設置している家庭も多く，長電話なん

かしていると，家族からの冷たい視線が…。ときには電話のそばで怒鳴られたりして

…。それが今や，いつでも，どこからでも，相手が応じさえすれば，話ができるよう

になりました。なんと便利な世の中！（しかし，正しい電話のかけ方を学校で教えな

ければならなくなるという弊害も生まれましたが）しかし，更に便利さを追求し，今

では通話が無料になったり，写真やデータを送ったり，また，離れた場所にいる複数

人が，グループで話したりすることも可能になりました。いやぁ，実に便利な世の中

になりました！

このように様々なツールが生まれたのですから，当然私たちのコミュニケーション

能力も大きく向上するはずなのですが，学校を含め世の中「コミュニケーション能力」

を向上させるために必死です。つまり，便利にはなったかも知れないけど，きちんと

相手に自分の思いを伝えたり，相手の言っていることをきちんと理解したりする力は
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衰えているということなのでしょう。

うれしいことや悲しいこと，腹が立ったことなどを，瞬時に伝えることはできても，

自分自身の深い思いや考えを伝える手段を持っていますか。手紙のように自分の思い

を文章で表現することが苦手だったり，面と向かって相手と話すことが苦手だったり

する人はいませんか。自分の思いを相手に伝えること。その基本は相手に向かって直

接話をすることです。しかも，きちんと伝えるには，筋道を立てたり，要領よくまと

める力が求められます。これから先，更に便利なコミュニケーションツールが生まれ

たとしても，これは変わらないと思います。この力はそう簡単に身に付くものではあ

りませんが，決して難しいものでもありません。面倒がらずに自分の思いや考えを文

章にまとめたり，自分の思いを直接わかりやすく話したりすることで確実に向上する

ものです。また，新聞等のコラムを要約したり，あるいはそのまま書き写したりする

のも効果的です。以前勤務していた学校で，朝学習の時間を使ってこれに取り組ませ

たところ，読解力や表現力が大きく向上したことが（仙台市標準学力検査の結果から）

判明しました。

さて，少年の主張太白区大会の挨拶でもお話ししましたが，コミュニケーションの

基本は「目を見る・ほほえむ・うなずく・相づちを打つ」ことです。マスコミへの露

出度も高い明治大学の斎藤孝教授の講演会に参加したとき，こんなことをおっしゃっ

ていました。確かに自分が話しているとき，聞いている人が自分の方を見て聞いてく

れて，ほほえんだりうなずいたり相づちを打ったりしてくれれば，とても話しやすく

なると思います。その人とのコミュニケーションもうまくとれるようになるのではな

いでしょうか。つまり，聞き上手な人は，たくさんの人と良好なコミュニケーション

がとれるようになるというわけです。そう考えると，コミュニケーション能力を向上

させるには，自分の考えを筋道立てて話したり，要領よくまとめてわかりやすく話し

たりするだけでなく，相手との人間関係を築く力も必要ということになります。

コミュニケーション能力の向上は，相手との人間関係を構築する聞き方から始まる！

審査結果 I.N さん（３年）「学びの機会を大切に」：優秀賞
※教育にかかる費用の半分以上を本人（家庭）が負担している

日本。世界に目を向けるとこのような国は少数派。その事実

に驚くとともに，その現実を受け入れ，更にしっかり学んで

いこうという決意を表現力豊かに発表しました。

当日は気温も上がり，大変蒸し暑い中での大会でしたが，聴衆として参加した２年

生の態度は大変立派で，多くの方からお褒めの言葉をいただきました。また，進行を

務めた O.S さん，T.H さんもすばらしかったです。アトラクションで行った吹奏楽部の
演奏も好評で，郡山中の底力を見せることができたと思います。また，運営のお手伝

いとしてご協力いただきました保護者の皆様ありがとうございました。


